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文責 校長 山本 孝二 

【めざす児童像】 

“かしこい子 つよい子  

                           さわやかな子“ 

  

 加津佐っ子の心を見つめる１週間に  
１６日（日）から１週間、「加津佐っ子の心を見つめる教育週間」として学校開放をしま

す。子供たちの学ぶ姿、活動する様子等、期間内で時間を見つけて来校いただければと

思います。 

初日は『学年部会対

抗親睦バレーボール大

会』です。応援の子供た

ちに大人の力を見せて、

純粋に楽しむ大会になる

ことを願ってます。 

１７日（月）からは、開

放時間を３校時（１０時３

０分）～５校時（１５時ご

ろ）としていますが、右表

のとおり全校や学年での

行事参観はその限りでは

ありません。           ※18日は、高学年「歯科検診」の日です。10時から 4･5･6年の順です。 

             ※スリッパが十分に用意できない時があります。上履きをご持参いただくと
大変助かります。 

 
稲作体験がスタートしました！  

５年生は約半年間、ＪＡ青年部の方々のサポートを受けて稲作体験をしていきます。先

日の籾まきで今年の活動がスタートしました。白米や稲穂になじみはあっても、苗の手前

の作業自体を初めて知った子が多くいました。 

この「苗づくり」は「苗半作」と言って、苗の出来が米の収穫の約半分を決めるという大

事な作業となっています。全員で苗の水やりを続けて、来週の代かき、そして２４日に育て

た苗をしっかり植えてほしいです。コツコツ最後まで取り組む活動の始まりと言えますね。 

 

 

 

 

 
 

爽風 ～えがお～ 

先週の家庭訪問では貴重な時間をいただきあ

りがとうございました。情報共有できたことを

もとに、今後、より連携を取ることで効果的な教

育・子育てにつながるものと思っています。 

 これからもご協力よろしくお願いします。 

そして何かあればどうぞご相談ください。 


